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１．目的

○SDGs未来都市 神奈川県において

家事育児が、ライフ（生活、人生、いのち）
を豊かにする【幸せごと】と実感できる社会

男性も、女性も、家庭も、企業も、みんなが
happyな社会の実現



２．現状 その①

国際社会調査プログラム（ISSP）「家族と性役割に関する意識調査」（2012年）
18歳未満の子のいる有配偶者男性の家事・家事ケア分担率
計算式＝男性の平均時間/（男性の平均時間＋女性の平均時間）

出典：舞田敏彦「日本は世界一「夫が家事をしない国」」
NewsweekJapan20160301

【男性の家事分担率】

スウェーデン 42.7％

フランス 38.6％

アメリカ 37.1％

韓国 25.8％

日本 18.3％



３．現状 その②

【男性の家事・育児行動者率】（６歳未満の子供がいる夫婦と子供の世帯）

●「家事」＝全国18.6％（神奈川県14.2％…ワースト６位）
●「育児」＝全国30.4％（神奈川県21.8％…ワースト２位）

出典：総務省統計局「平成２８年社会生活基本調査」

【男性の家事・育児関連時間】（６歳未満の子供がいる夫婦と子供の世帯）

〇フランス 150分

〇イギリス 166分
〇アメリカ 190分
〇日本 83分
〇神奈川県 75分

（共働き世帯）●「家事」＝全国23.3％ ●「育児」＝全国31.0％

＜女性の家事・育児時間＞
〇フランス 349分
〇イギリス 369分
〇アメリカ 340分
〇日本 454分



４．夫婦の家事分担比率、理想と現実

夫婦ともフルタイム２０～４０代既婚男女1,000名を対象とした調査より

出典：市場調査メディアホノテhttp://honote.macromill.com/report/20181030/



５．神奈川県、かなテラスとして

〇「女性」メイン対象から「男性」「企業」も対象へ

2015年11月～「かながわ女性の活躍応援団」事業

男性トップの意識改革と女性活躍の機運づくりからスタート

各社の具体的取組み深化、加速

女性活躍＝働き方改革、ダイバーシティ経営の入口/本丸

〇男性の「意識啓発・改革」の段階から

男性の「行動変革」の拡大普及（日常的当たり前化）へ



行政・企業・NPO等連携による

【男性×家事育児×オープンイノベーション】

コンソーシアムを発足します！



６．コンソーシアムについて

事務局（かなテラス）
アドバイザー：濱田真輔氏（キッズデザイン協議会フェロー）

「男性・家事育児」
をビジネスの対象
とする企業

働き方改革・女性
活躍・男性社員の
家事育児支援に
取り組む企業

家事・子育てNPO、
自治体

※コンソーシアムの目標、取組みに賛同いただいた企業・団体は、
コンソーシアムメンバーとして企業名、団体名を公表します。



７．目標（ゴール）

男性が家事育児に積極的に関与する家庭を増やします。

家族で過ごす時間を大切に、健康的な生活を送り、人生
を豊かにするための幸せな家事育児環境をつくります。



８．目標を実現するために

〇男性の家事育児参画を支援し、その家族にとって良い
影響となること

〇女性の生涯にわたっての就労継続やキャリアアップを
促進すること

〇残業削減、テレワークなどの働き方改革を展開し、
ワーク・ライフ・バランスを実現すること

企業にとって上記を実現することが、

イノベーションを興し、収益増に寄与すること
を確認します。（ダイバーシティ経営、CSV)



９．スケジュール案

キックオフ
イベント

○専用Ｗｅｂでの発信

○応援団Ｗｅｂでの発信

講演会
セミナー
事例発表
交流会

体験実証
(イベントなど）

日常化実証
（日常生活組込）

定期
会合

2019.3.20 5月or6月

２～３月ごとに開催

2019.11

動きの都度発信

実証
実験

社会
発信

随時展開

※「応援団」全体会議でもPR

オープン
イノベーション

企画

実証(各社取組)

数か月～１年間は
立上げ準備期間。
走りながら作り上げる。



10．次回以降の定例会開催に向けて
■次回開催日時・場所
メール、かなテラスHPで案内します。

■次回先進事例紹介（一般公開）
①ライオン株式会社
②未定

■情報交換会

●先進事例発表者募集
●コンソーシアムの進め方についての
提案募集
●「オープンイノベーション企画」提
案募集
★コンソーシアムへの参加もあわせて
ご検討ください！


